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2018年度JICA四国教師海外研修（パラグアイ）参加者による実践授業紹介もあります！2018年度JICA四国教師海外研修（パラグアイ）参加者による実践授業紹介もあります！
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平成31年

アイパル香川 3F会議室

国際理解教育に関心のある方（教員、NGO関係者、学生等）

30人  ※先着順 無料

香川県高松市番町1-11-63 

9：30～16：30
(受付開始 9：10)

対　象対　象

申込方法

申込締切

参加費募集人数
裏面の参加申込書にご記入の上、下記までお申し込み
ください。郵送、FAX、Eメール、電話のいずれの方法でも
お申し込みいただけます。

日

水 ※参加申込書は、JICA四国・アイパル香川の　ホームページからもダウンロードできます。平成31年平成31年2/132/13

今年のセミナーでは、昨年度に引き続き、「ファシリテーション」
を取り上げます。だれもが安心して生き生きと暮らせる社会の
実現を目指し、人権や環境、多文化共生など、私たちを取り巻く
課題の解決に向けて考え、行動する力を育むための参加型プロ
グラムのつくり方とその効果的な進め方について学びます。ぜひ
ご参加ください！

平成30年度 国際理解教育セミナー平成30年度 国際理解教育セミナー

参加型プログラムの
ファシリテーションを

学ぼう



※プログラムの内容・スケジュールが一部変更となる場合がありますので、ご了承ください。

※申込方法については、表面をご覧ください。

氏名

フリガナ

住所

連絡先

所属先

TEL

E-mail

FAX

国際理解教育セミナー　参加申込書

〒
（自宅・職場）

☆主催団体からのEメールでのイベント案内　　　　□希望する　　　　□希望しない

※本参加申込書は、JICA四国・アイパル香川のホームページよりダウンロードできます。
<JICA四国ホームページ> http://www.jica.go.jp/shikoku/　<アイパル香川ホームページ> http://www.i-pal.or.jp/leader/

【注意事項】
・アイパル香川周辺では日曜日に昼食をとれる場所が限られておりますので、各自ご持参いただくことをおすすめします。
・ご記入いただいた個人情報は、本セミナーに係る事務手続きおよび希望者へのイベント案内以外には使用いたしません。
・当日、新聞やテレビ等の取材が入る場合があります。また、当日撮影した写真をJICA四国・アイパル香川のホームページや機関誌、広報資料等に掲載
する場合がありますので、ご了承ください。掲載に支障のある方は、担当までお知らせください。

旅行代理店勤務後、英会話講師となる。民間ユネスコ協会活動中の1998年NIEDと出会い、国際理解教育の理念や
手法を学ぶ。2004年より12年間、JICA中部教師海外研修にファシリテーターとして同行。2017年には、JICA四国
教師海外研修の帰国後研修を担当するなど、気づき、考え、行動することの意義や学び合うことの楽しさに〝より
良い未来を創る可能性”を信じ、各地でファシリテーターとして幅広く活動している。

9：10～9：30  
9：30～9：40

9：40～12：00

12：00～13：00

13：00～15：30

15：30～15：40

15：40～16：10

16：10～16：20

16：20～16：30

申込締切 : 平成 31 年 2月13 日(水)

                  伴 和子 (ばん かずこ)さん
（特定非営利活動法人NIED・国際理解教育センター研究員、理事）

FAX:087-837-5903

講師紹介

過去のワークショップの様子

パラグアイでの研修の様子

2018年度 JICA教師海外研修（パラグアイ）実践授業紹介

プログラム
受付

休憩

休憩

あいさつ、事務連絡

ワークショップ 第1部

ワークショップ 第2部

「持続可能な開発目標（SDGs）＊」をテーマとした参加型のプログラムを体験し、
国際理解教育や参加型学習の基本、ファシリテーターの役割などについて
学びます。その後、プログラムづくりに取り組みます。

プログラムを作成した後、その進め方について考え、ファシリテーションを実践します。また、実践をふりかえる
ことで、ファシリテーションを行う上でのポイントや効果的な方法などについて学びを深めます。

パラグアイってどんな国だろう。パラグアイに住んでいる人ってどんな
生活をしているのだろう。日本との違いや似ている点について知り、そこから
多くのことを考え、学んだ授業について発表します。
また、11日間（2018年8月8日～8月18日）で実施したパラグアイでの海外
研修についても紹介します。
■発表者：鎌田 晃世 さん（徳島県板野町立板野東小学校 教諭）

教材紹介、イベント案内等

アンケート、あいさつ

＊SDGs（Sustainable Development Goalsの略）とは、すべての人が平和と豊かさを共有できるようにすることを目指し、
2015年国連で採択された、貧困撲滅、質の高い教育の実現、気候変動への対策など、2030年までに達成すべき17の目標。
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